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総会に向けた議案書です。（事業報告案、事業計画案） ご意見がありましたら、５月

20 日までに本部までお寄せ下さい。 

第1 号議案 平成２２年度事業報告及び決算に関する件 

 
 （1）平成２２年度事業報告案 
 

 理事会開催状況 

回 数 開 催 日 主 な 議 題 出席数 
第1回 平成22年4月15日 補正予算案、事業報告案、事業計画について 9名 
第２回 平成22年5月28日 補正予算案、決算案、事業報告、事業計画 

案等について 
9名 

総会 平成22年6月8日 総  会 89名 
第3回 平成22年7月28日 管理職新設、役員体制等について 8名 
第４回 平成22年8月28日 合同新年会、パート雇用について 11名 
第５回 平成22年9月28日 麦の監査、はなどけいの物件等について 9 名 
第６回 平成22年10月27日 新施設工事、会計処理、法人移行について 9名 

第７回 平成22年12月16日 冬の賞与増額、車両購入等について 10名 

第8回 平成23年1月15日 冬の賞与増、車両購入について 10名 

第９回 平成23年2月24日 予算の討議、期末手当等について 10名 

理事会の総括 

  経験豊富な理事の増加により、法人移行、施設移転に伴い大きな力を発揮できました。

又、専門家の意見（税理士、社労士）を施設、事業所運営等に反映することができました。 
法人移行に伴い、理事の研修、管轄の県障害者福祉推進課へ出向き、移行に向けた体制

づくり、書類の提出の指導を受けながら、事務作業を進めることができました。 
 理事会運営円滑のため、現在、理事の質的向上、組織原則の徹底等は個人まかせであり、

今後、組織的に理事の質的向上の方策が求められます。 
 

情 勢 

 ２月１４日に障がい者制度改革推進会議で内閣府より「障害者基本法改正案」が提出され

ました。国連・障害者権利条約批准に向けた最初の法改正で、来年予定される障害者総合福

祉法（仮称）に大きな影響に与える法改正で関係者の期待と関心を集めました。 
提出された法案は、推進会議の第二次意見を反映してるとは言えず、条約批准に及ばない

内容でした。 
「権利としての位置づけ不明確」「障害の定義が従来と同じ社会モデルやＩＣＦモデルとの位

置づけの乖離があり、社会障壁としてくくられている」「差別の定義が不明確で合理的配慮の

欠如が包含されていない」「障害のある女性の規定が組み込まれていない」「障害者政策委員

会や都道府県の合議体の機能や役割が不明確」等問題が山積されています。 
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 政府がどういう姿勢でも私たち障害者が暮らして生きやすい社会を目指して粘り強く活動

していくことが求められています。 
 

１、 障害者、家族、関係者の願いを実現するために 

  県との話し合いでは、障埼連、埼障協（埼玉県障害者協議会）、県社保協（埼玉県社会保

障推進協議会）の中で会員、施設要求を反映させました。 
  国に向けては、障がい者制度改革推進会議の第一次意見を聞く、「障害者制度改革に関す

る埼玉フォーラム」、埼玉県の 8 団体が一同に関した県民集会にも参加することができま

した。当会とさいたま市との話し合いを持ち、会員の要望を伝えました。 
 

２、 組織活性化のために 

ディケア施設、法人移行に伴い職員、利用者対象に説明会を開くことができました。初 
の試みであり、職員、理事間の共通認識の基盤が弱く、今後の話し合いの継続、本部、施

設、事業所との連携を強める必要があります。 
 施設検討委員会の始動により、施設論議が深まり、地域活動支援センターへの移行に向

けての準備が進みました。会計担当者会議を開き、会計の基本を統一させ、基本概念の構

築、法人移行に向けた会計の統一化、学習を行いました。 
 又、昨年に引き続き、新年会を実行委員会形式で行い、成功させることができました。 

 

３、 学習会を進めます 

学習会は開くことはできませんでした。 
 

各部会、委員会 

 障害者運動部会 
  障害者運動部会開催は２回に留まりましたが、会員の個別要求である移動支援について

は市、障害者総合支援センターとの話し合いを重ねてきましたが、成果には繋がりません 
 でした。 
  さいたま市のノーマライゼーション条例（仮称）づくりに理事 2名が参加することがで

きました。平成 23 年２月に議会で議決されました。正式名は「さいたま市誰もが共に暮

らすための障害者の権利の擁護等に関する条例」です。施行は４月１日からになります。 
  今後もこの条例が真に生かせるものとするため、私たちも見守り、意見を言っていく必

要があります。又、市との話し合い参加者を増やし、会員の要望を反映させる取り組みが

必要になります。 
 

 広報部会 
  会報「あゆみ」の編集会議を開催し、概ね毎月発行できました。視覚障害者のためのテ

ープ化も行いました。 

 財 務 
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  間近に控えた法人移行に備え、各施設、事業所の会計処理方法の均一化に努め、より適

切な会計情報を提供するため減価償却を開始する等、会計処理方法を一部変更しました。 
 

 人事委員会 

  人事委員会は開催できませんでした。賃金規定にそった手当への改善は行えませんでし

たがその他の人事の案件は理事会で提案、論議をしてきました。 
  施設検討委員会、会計担当者会議等は活発化しましたが、理事の負担が大きくなり、困

難になった側面もありました。理事が全面的に委員会、部会に参加できる体制づくりを構

築する必要があります。 
 

 施設検討委員会 
  施設検討委員会では、デイケア施設について、地域活動支援センターへの移行を前提と

して、問題を掘り下げ論議を行ってきました。今後の展開も視野に入れた広い場所への施

設移転の検討、移行の最低条件となる実利用人員の確保、移行後の補助金体系についての

対処方法等、具体的な諸問題について論議を行いました。 
  はなどけいについては 12 月に移転を行い、付加価値としての入浴を始めるなど、大き

な動きがありました。 
 

 第３号議案 平成２３年度事業計画及び予算に関する件 

 

 （1）平成２３年度事業計画案 

 はじめに 

  自立支援法訴訟の裁判は和解を勝ち取ったものの、自立支援法の廃止までの道のりを明

確にし、真の「障がい者総合福祉法」確立のため、私たちの障害者運動を強めていく必要

があります。 

 

１、 障害者、家族、関係者の願いを実現するために 

政権交替により、私たちの状況は大きく変わろうとしていますが、現実には私たち 

が住んでいる市町村では多少の前進はあるものの、障害者、家族の願いに応えるものには

なっていません。引き続き地域、施設で安心して生活できるように市、県、国、関係機関

に働きかけていきます。 

 

２、 法人事業の推進のために 

法人移行の論議を理事会の中で進めていきます。 

  心身障害者地域ディケア施設から新体制へ移行を目指します。  

３、 組織活性化のために 

公益法人の移行問題を学習をしながら討議し、進めていきます。 
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会員との交流、親睦を図り、会員拡大を進めます。 

事務局を充実し、法人として機能強化を進めます。 

各部会、委員会 

  

 障害者運動部会 

 学習をしながら、会員の個々の願いを大切にしながら、国、県、市、関係機関へ働きかけ

を進めていきます。又、平和でないと障害者は生きていけません。大量の障害者を生み出す

戦争には反対し、平和の社会を目指します。 

 

 広報部会 

 会報「あゆみ」は編集会議を開催し、毎月の発行します。視覚障害者のためのテープ化も

引き続き行います。 

 ホームページの作成を立ち上げる努力をします。 

 

 財 務 

 各施設、事業所の安定的運営を図り、予算の推移状況の把握、合理化の推進を行います。 
 
 人事委員会 
 施設監査での指摘があった賃金規定に則ったものに改善していきます。施設の給与体系の

改善等を論議し、実現に向けて努力していきます。 
 

 施設検討委員会 

 ディケア施設から地域活動支援センターの移行に向けて、みんなで知恵を出し合い、 
利用者が安心して過ごせ、充実した日中支援ができるように努力していきます。 
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に

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

、

ま

た

、

募

金

活

動

・

国

へ

の

要

請

等

の

取

り

組

み

を

し

て

い

ま

す

。 

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス 

旅

し

る
べ 

事

務

局 

u
su

i-t@
jco

m
.h

o
m

e
.n

e
.jp
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スス
ママ
イイ
ルル
ボボ
ッッ
チチ
ャャ

 

 

 

サ

ー

ク

ル

内

で

２

月

よ

り

、
「

ス

マ

イ

ル

カ

ッ

プ

」

と

名

づ

け

た

リ

ー

グ

戦

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

ま

し

た

。 

  

１

年

間

か

け

て

お

こ

な

い

、

成

績

ト

ッ

プ

の

チ

ー

ム

に

は

豪

華

（

？

）

賞

品

を

お

く

る

予

定

で

い

ま

す

。

賞

品

の

内

容

で

す

が

、

た

だ

い

ま

考

え

中

で

す

。

少

々

お

待

ち

く

だ

さ

い

。 

  

１

回

目

の

リ

ー

グ

戦

で

は

、

チ

ー

ム

Ａ

が

３

連

勝

し

、

あ

ざ

や

か

な

ス

タ

ー

ト

ダ

ッ

シ

ュ

を

見

せ

ま

し

た

。

２

回

目

か

ら

の

他

の

３

チ

ー

ム

の

追

い

上

げ

を

期

待

し

て

い

ま

す

。 

 

３

人

１

組

の

チ

ー

ム

を

４

つ

つ

く

り

、

毎

回

総

当

た

り

戦

を

お

こ

な

っ

て

い

き

ま

す

。 

●

ス

マ

イ

ル

カ

ッ

プ

開

幕 

 

さ

あ

、

第

１

回

ス

マ

イ

ル

カ

ッ

プ

の

栄

冠

に

輝

く

の

は

ど

の

チ

ー

ム

で

し

ょ

う

か

？ 

 

こ

れ

か

ら

も

わ

き

あ

い

あ

い

の

よ

さ

を

大

切

に

し

な

が

ら

も

、

ス

マ

イ

ル

カ

ッ

プ

戦

の

中

で

「

勝

ち

た

い

」

と

い

う

思

い

と

、
「

勝

つ

た

め

に

は

何

が

必

要

か

」

と

い

う

工

夫

を

生

ん

で

い

け

た

ら

と

思

っ

て

い

ま

す

。 

 

先

日

の

ボ

ッ

チ

ャ

大

会

も

そ

う

で

し

た

が

、

勝

負

を

す

る

と

自

分

の

実

力

が

わ

か

っ

た

り

し

ま

す

。 

   

今

ま

で

の

活

動

で

は

勝

負

に

こ

だ

わ

ら

ず

に

、

わ

き

あ

い

あ

い

と

や

っ

て

き

ま

し

た

。 

●

勝

っ

て

負

け

て

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

！ 

サ

ー

ク

ル

リ

ー

ダ

ー

・

嶋

谷 

伸

一

郎 

「

ス

マ

イ

ル

カ

ッ

プ

」

の

名

前

は

、

あ

る

参

加

者

が

つ

け

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。 

   

障

害

者

交

流

セ

ン

タ

ー

体

育

館 

 

０

４

８

―

８

３

１

―

３

７

２

９ 

 

活
動
予
定 

◆

六

月

の

活

動

日 

十

八
日

（

土

） 

◆

七

月

の

活

動

日 

十

六

日

（

土

） 

午

後

一

時

半

よ

り 

 

※

体

育

館

ス

ペ

ー

ス

を

確

保

し

て

い

ま 

す

の

で

、

受

付

を

せ

ず

に

直

接

体

育 

館

に

お

こ

し

く

だ

さ

い

。 

※

参

加

ご

希

望

の

方

は

ヘ

ル

パ

ー

ス

テ 

 

―

シ

ョ

ン

麦

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

 
in

fo
@

h
e

lp
e

r-m
u

g
i.c

o
m

 

 

●

Ｅ-

Ｍ

Ａ

Ｉ

Ｌ 

●

Ｔ

Ｅ

Ｌ

・

Ｆ

Ａ

Ｘ 

 7



Ｈ23.5.10 日発行（昭和５４年３月１０日第三種郵便認可）        ＳＳＣ通巻第５６４３号 

  

本

部

及

び

は

な

ど

け

い

の

修

正

予

算

案

を

審

議

し

、

本

部

、

は

な

ど

け

い

修

正

予

算

案

は

採

択

さ

れ

ま

し

た

。 

 
四

月

八

日
（

木

）
に

彩

の

国

す

こ

や

か

プ

ラ

ザ

で

第

一

回

理

事

会

が

開

催

さ

れ

、
左

記

の

こ

と

を

論

議

し

ま

し

た

。

 

第

二

号

議

案

 

次

期

理

事

候

補

選

出

に
つ
い
て 

第

一

号

議

案

 
予

算

案

に
つ
い
て 

理

事

会

報

告

 
理

事

の

任

期

満

了

に

伴

い

、

総

会

に

提

案

す

る

理

事

候

補

者

と

し

て

田

中

一

、

細

井

勇

、

遠

藤

謙

一

、

鈴

木

郷

子

、

臼

井

常

雄

、

佐

藤

野

村

、

田

口

秀

之

助

、

宮

原

照

代

、

前

口

恵

美

、

山

根

明

が

提

案

さ

れ

、

全

員

異

議

無

く

、

了

承

さ

れ

た

。 

 
兼

ね

て

か

ら

専

従

者

鈴

木

郷

子 

 

第

三

号

議

案

 

監

事

候

補

の
選

出

に
つ
い
て 

か

ら

退

任

願

い

が

だ

さ

れ

て

い 

第

四

号

議

案

 

専

従

者

の
退

任

に 

異

議

無

く

了

承

さ

れ

た

。 

つ
い
て 

監

事

候

補

者

と

し

て

阿

久

津

律

子

氏

が

提

案

さ

れ

、
全

員

異

議

無

く

了

承

さ

れ

た

。 

た

が

、

総

会

関

連

の

仕

事

、

印

鑑 

管

理

は

引

き

続

き

行

い

、
総

会

後 

に

後

任

者

に

引

き

継

ぐ

こ

と

で 

 

        

編 

集 

後 

記

 
 

大

震

災

の

影

響

で

障

害

者

交

流

セ

ン

タ

ー

も

計

画

停

電

に

仲

間

入

り

し

、

仕

事

も

ま

ま

な

ら

な

い

状

況

に

な

り

、

会

報

の

発

行

も

三

月

、

四

月

号

と

発

行

で

き

な

く

な

り

、

誠

に

申

し

訳

な

い

次

第

で

し

た

。

 

 

障

害

者

交

流

セ

ン

タ

ー

は

障

害

者

の

避

難

所

と

し

て

開

放

さ

れ

、

そ

の

た

め

に

二

階

の

会

議

室

は

二

部

屋

の

み

使

用

、

し

か

も

夜

間

は

使

用

禁

止

と

い

う

状

況

で

、

理

事

会

な

ど

は

他

の

施

設

を

探

す

こ

と

に

な

り

、

経

済

的

に

負

担

増

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

避

難

所

の

バ

リ

ア

フ

リ

ー

化

、

障

害

者

の

受

け

入

れ

施

設

の

増

加

を

障

害

者

運

動

で

進

め

て

い

か

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

鈴

木

８ 
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